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担当部

直接実施・

運営

8 委託

平成１２年度以前 ～事業期間

総合計画

分野別計画

予算区分

健全な青少年を地域で育てる

2

生涯学習課

社会教育係

51

平成３０年度以降

生涯学習

担当課

5

教育文化

　幼稚園・保育園・小中学校の保護者に、家庭教育の重要性を啓発し、意識の高揚を図る。

　幼稚園・保育園・小中学校において、家庭教育に関する意識啓発のための講演や親子の

ふれあい事業・体験活動を実施するよう、保護者による家庭教育学級を組織し、事業を委託

した。

　・幼児期家庭教育学級（幼稚園・保育園）　1学級3万円の委託料と講師料を補助

　・家庭教育推進事業（小学校）・家庭教育学級（中学校）小中25校で

　　5,000千円の委託料（小中学校PTA連絡協議会へ委託）

助成 0

16‐2

10

担当係

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

生涯学習のまちづくり基本構想・基本計画
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費用合計

8,683 6,456

0
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受益者負担

費

用

直接経費

正職員

国・県支出金

対前年比

その他財源

9,669

0

一般財源

Ｈ21決算額

【直接経費の内訳】

講師謝礼 508,500円、消耗品費 2,840円、委託料 5,900,000円

◎24年度実施内容

23年度と同様に実施する。

無

人件費
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人件費
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年年年年 学習活動の内容が、友達づくりや趣味の講座で終わることなく、家庭教育につながる
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学級開設幼稚園・保育

園数

成果指標名

学級実施事業数

事業の

達成状況

活動指標名 H22
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校
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48,498
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47,400
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372

事業

学級参加者数

―

49,933

幼稚園・保育園・小中学校の保護者に対して、家庭教育の重要性を啓発し、意識の掲

揚を図ることができた。

ー

30
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H24

学級運営者に対して、学習内容が、家庭教育につながるものになるよう指導、助言を

する。また、家庭教育の重要性を啓発するため、説明会や情報交換会などの手法に

ついて検討する。
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果果果果

事業実施におけ

る課題等

学習活動の内容が、友達づくりや趣味の講座で終わることなく、家庭教育につながる

ものになるよう働きかける必要がある。

また、家庭教育の重要性を啓発するため、説明会や情報交換会などの手法について

改善の余地がある。

幼稚園・保育園・小中学校の保護者に対して、家庭教育の重要性を啓発し、意識の掲

揚を図ることは必要である。
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核家族や地域とのかかわりが少ない幼稚園・保育園・小中学校の保護者に対して、

家庭教育の啓発をする機会が少なくなる。


